

下地金属別実践工場塗装マニュアル　創刊記念コラム
野平外装技術研究所の『Ｐａｉｎｔ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ』
　　　　－　焼付塗装の新しい潮流を求めて　－
『熱可塑性ふっ素樹脂高温焼付塗装　ＶＳ　熱硬化形ふっ素樹脂中温焼付塗装』
*マニュアル資料１「金属下地種類別の工場塗装ＱＣ工程図(例)2.1」　参照
　日本でフッ素樹脂焼付塗装が本格的に使われだしたのは、筆者らが1987年に新川崎Ｍビルのアルミカーテンウォールに採用して以降になります。我々が採用したフッ素樹脂は、カイナー500系といい、もともとアメリカで開発されたものでした。
　日本の主だった塗料メーカーは、アメリカの塗料会社とライセンス契約を結んで、日本での使用権を獲得したのでした。そういう意味では外資系ということができます。
　その焼付温度が232～242℃で、塗膜硬化後、熱を加えると溶けることから、熱可塑性の高温フッ素樹脂塗装と呼ばれるようになりました。
　一方、国産のフッ素樹脂もありました。旭硝子がガラスの製造過程で出てくる副産物のフッ素樹脂、ルミフロンをベースにした160～180℃で焼き付けるタイプを開発したのです。こちらは塗膜が一度硬化すると再び熱を加えても溶けないことから、熱硬化形の中温ふっ素樹脂塗装と呼ばれるようになりました。
すなわち、ある時期、ふっ素樹脂塗装というと、この2種類が存在し、しのぎを削ったものです。
　当時、アルミパネルというと弁当箱スタイルからカットパネル、いわゆる切り板にスタッドを打って下地部材に留め付ける形式で、かつ、パネルサイズの大型化が流行りだしました。そんな寸法形状の部材に、熱をかけて焼き付けるのですから、あまり高温で焼き付けて熱歪を起こすのはパネルのフラットネスを損なうという見解に立ち、『ルミフロン派』あるいは『中温焼付け派』と呼ばれる設計者の一団ができました。
　他方、しっかりと焼きつけて塗膜の密着性確保が最優先とする『カイナー500派』あるいは『高温焼付け派』と呼ばれる設計者の一団もできました。時はバブル期で、超高層ビル建設が盛んでしたので、外装材であるアルミカーテンウォールは、その2つの仕様が使い分けられ、外装表面仕上材についての論議が真剣になされていました。設計者を中心として、ゼネコン、カーテンウォールメーカー、塗装工場が、それぞれの立場で意見をぶつけ合う真摯な協議の場が生まれ、焼付け塗装をめぐる技術が大きく進歩していきました。
　やがて、アルミカーテンウォールは、大手カーテンウォールメーカーがコスト面からタイや中国に拠点を移しだし、海外で調達可能なカイナー500系が優位となっていきました。ですから、今、『ふっ素、ふっ素』といわれる場合は、カイナー500系を指していることが多いように思います。もちろん、熱歪を気にする精度を要求される場合は、ルミフロン系が未だに採用されています。
　かって、焼付け塗装業界を2分する技術開発のしのぎあいがあったこと、記憶の隅に残して、読者の皆さんも塗装技術の開発にアグレッシブにチャレンジしてほしいものです。[image: image1]
